
令和５年度 津野町立中央小学校 

第 1学年 生活科 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能の基礎 
⑵思考力・判断力・ 

表現力等の基礎 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 

4 

⑴
学
校
と
生
活 

が
っ
こ
う 

だ
い
す
き(

１６) 

・がっこうのことが
しりたいな 

・みんなとなかよく
なりたいな 

・ともだちとがっこ
うをたんけんしよ
う 

・がっこうにいるひ
ととなかよくなろ
う 

・がっこうでみつけ
たことをつたえよ
う 

・みんなでつうがく
ろをあるこう 

 

学校探検や通学路探検を通して、学校の施設の様子や学校生活を支えている人々や友達、通

学路の様子やその安全を守っている人々と自分との関わりを見付け、学校生活を支えている

人々や友達のことが分かるとともに、楽しく安心して遊びや生活をしたり、安全に登下校し

たりすることができるようにする。 

【国】 

・よろしくね 
・ひととつながるこ
とば 

・ほんがたくさん 
 
【道】 

・がっこうだいすき 
 
【学級】 

・みんなでなかよく
すごそう 

・とうばんのしごと

とにっちょくのし
ごと 

・こうつうのきまり

をまもろう 
【学校行事】 
・交通安全教室 

・明神たかお

さん 

⑴学校探検や通学路探検を

通して、学校での生活はさま

ざまな人や施設と関わって

いることに気付き、生活上必

要な習慣や技能を身に付け

る。 

⑵学校探検や通学路探検を

通して、学校の施設の様子や

学校生活を支えている人々

や友達、通学路の様子やその

安全を守っている人々と、自

分との関わりを見付ける。 

⑶学校探検や通学路探検を

通して、楽しく安心して遊び

や生活をしたり、安全な登下

校をしたりしようとする。 

5 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

き
れ
い
に 

さ
い
て
ね
（
８
） 

・たねをまこう 
・せわをしよう 
・はなのようすをつ
たえよう 

植物を継続的に栽培する活動を通して、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもっ

て働きかけ、それらは生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、植物に

親しみをもち、大切にしようとすることができるようにする。 

【国】 
・こんなことしたよ 

 
 

・JA高橋さん 

6 

⑴植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物は生命を

もっていることや成長して

いることに気付くとともに、

生活上必要な習慣や技能を

身に付ける。 

⑵植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物の育つ場

所、変化や成長の様子に関心

をもって働きかけ、観察した

り関わったりする。 

⑶植物を継続的に栽培する

活動を通して、生き物への

親しみをもち、大切にしよ

うとする。 

⑷
公
共
物
や
公
共
施
設
の
利
用 

⑸
季
節
の
変
化
と
生
活 

⑹
自
然
や
物
を
使
っ
た
遊
び 

な
つ
が 

や
っ
て 

き
た
（
８
） 

・こうていでくさば
なやむしをさがそ
う 

・みんなのこうえん
であそぼう 

・みずであそぼう 
・たのしかったこと
をつたえよう 

夏の自然と関わる活動を通して、身近な自然の違いや特徴を見付け、身近な自然の様子や自

然を使った遊びの面白さに気付くとともに、身近な自然を取り入れて自分の生活を楽しくし

ようとすることができるようにする。 

【国】 
・えにっきをかこう 
 

【体育】 
・水あそび 

 

7 

⑴夏の自然と関わる活動を

通して、身近な自然の様子や

自然を使った遊びの面白さ

に気付くとともに、生活上必

要な習慣や技能を身に付け

る。 

⑵夏の自然と関わる活動を

通して、身近な自然の違いや

特徴を見付ける。 

⑶夏の自然と関わる活動を

通して、身近な自然を取り入

れて自分の生活を楽しくし

ようとする。 

9 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

い
き
も
の
と 
な
か
よ
し
（
６
） 

・むしをさがそう 
・むしとなかよくな
ろう 

身近な生き物を探したり飼ったりする活動を通して、それらの育つ場所や、変化の様子に関

心をもって働きかけ、それらは生命をもっていることに気付くとともに、生き物への親しみ

をもち、適切な世話をし、大切にしようとすることができるようにする。 

【国】 
・としょかんはどん

なところ 
・はっけんしたよ 
 

 
【道】 
・あさがお 

 

⑴身近な生き物を探したり

飼ったりする活動を通し

て、身近な生き物は生命を

もっていることや成長して

いることに気付くととも

に、生活上必要な習慣や技

能を身に付ける。 

⑵身近な生き物を探したり

飼ったりする活動を通して、

身近な生き物の育つ場所、変

化や成長の様子に関心をも

って働きかけ、観察したり関

わったりする。 

⑶身近な生き物を探したり

飼ったりする活動を通して、

生き物への親しみをもち、大

切にしようとする。 

10 

⑸
季
節
の
変
化
と
生
活 

⑹
自
然
や
物
を
使
っ
た
遊
び 

た
の
し
い 

あ
き 

い
っ
ぱ
い
（
２１
） 

・こうていであきを
さがそう 

・こうえんであきを
さがそう 

・はっぱやみであそ
ぼう 

・あきのことをつた
えよう 

・あきのおもちゃを
つくろう 

・いっしょにあそぼ 
う 

秋の自然と関わる活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫してつくったり、身近な自然の

違いや特徴を見付けたりすることができ、自然の様子や四季の変化に気付いたり、遊びの面

白さや自然の不思議さに気付いたりするとともに、身近な自然を取り入れ自分の生活を楽し

くしようとすることができるようにする。 

【国】 
・なにに見えるかな 
 

【学級】 
・ようちえんじとな
かよくなろう 

・こうりゅうかい 
 
【学校行事】 

・収穫祭 

・保護者 

・園児 

・藤村さん 

・野瀬さん 

・水足さん 

⑴秋の自然と関わる活動を

通して、自然の様子や四季の

変化、季節によって生活の様

子が変わること、遊びや遊び

に使う物を工夫してつくる

ことの面白さ、自然の不思議

さに気付くとともに、生活上

必要な習慣や技能を身に付

ける。 

⑵秋の自然と関わる活動を

通して、身近な自然の違い

や特徴を見付けたり、身近

な自然を使って、遊びや遊

びに使う物を工夫してつく

ったりする。 

⑶秋の自然と関わる活動を

通して、身近な自然を取り入

れ、みんなと楽しみながら遊

びを創り出し、自分の生活を

楽しくしようとする。 

11 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

き
れ
い
に 

さ
い
て
ね
（
４
） 

・たねをとろう 
・しゅうかくしよ
う 

 

植物を継続的に栽培する活動を通して、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもっ

て働きかけ、それらは生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、植物に

親しみをもち、大切にしようとすることができるようにする。 

【国】 
・こんなことしたよ 

 
【道】 
・みんないきてる 

 

・JA高橋さん 

⑴夏の自然と関わる活動を

通して、身近な自然の様子や

自然を使った遊びの面白さ

に気付くとともに、生活上必

要な習慣や技能を身に付け

る。 

⑵夏の自然と関わる活動を

通して、身近な自然の違いや

特徴を見付ける。 

⑶夏の自然と関わる活動を

通して、身近な自然を取り入

れて自分の生活を楽しくし

ようとする。 



 

12 

⑵
家
庭
と
生
活 

じ
ぶ
ん
で 

で
き
る
よ
（
１２
） 

・じぶんのいちにち
をみつめよう 

・じぶんでできるこ
とをしよう 

・これからもつづけ
よう 

・むかしからつたわ
るあそびをたのし
もう 

家庭生活について、調べたり、尋ねたりすることを通して、自分の家庭生活を振り返り、家庭

生活を支えている家の人のことや、家の人のよさ、自分でできることなどを見付け、家庭での

生活は互いに支え合っていることが分かり、自分の役割を積極的に果たすとともに、規則正

しく健康に気を付けて生活しようとすることができるようにする。 

【道】 
・これならできる 

 
【学級】 
・ふゆやすみのすご

しかた 

・保護者 

⑴家庭生活について、調べた

り、尋ねたりすることを通し

て、家庭での生活は互いに支

え合っていることに気付く

とともに、生活上必要な習慣

や技能を身に付ける。 

⑵家庭生活について、調べた

り、尋ねたりすることを通し

て、家庭における家族のこと

や自分でできることなどを

見付ける。 

⑶家庭生活について、調べた

り、尋ねたりすることを通し

て、自分の役割を積極的に果

たしたり、規則正しく健康に

気を付けて生活したりしよ

うとする。 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

⑸
季
節
の
変
化
と
生
活 

⑹
自
然
や
物
を
使
っ
た
遊
び 

ふ
ゆ
を 

た
の
し
も
う
（
９
） 

・こうていでふゆを
さがそう 

・ふゆのこうえんに
いこう 

・そとであそぼう 
・ゆきやこおりであ
そぼう 

・ふゆのことをつた
えよう 

冬の自然と関わる活動や冬の自然を利用した遊びを通して、身近な自然の違いや特徴を見付

けたり遊びや遊びに使う物を工夫してつくったりして、冬の自然の様子や季節によって生活

の様子が変わることや自然を利用した遊びの面白さに気付くとともに、身近な自然を取り入

れ自分の生活を楽しくしたり、みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしたりすることが

できるようにする。 

【道】 

・にほんのあそび 
・明神りえさ       

ん 

・地域のサロ 

ン 

⑴冬の自然と関わる活動や

冬の自然を利用した遊びを

通して、自然の様子や四季の

変化、季節によって生活の様

子が変わることや、それを利

用した遊びの面白さに気付

く。 

⑵冬の自然と関わる活動や

冬の自然を利用した遊びを

通して、身近な自然の違いや

特徴を見付けたり、遊びや遊

びに使う物を工夫してつく

ったりする。 

⑵冬の自然と関わる活動や

冬の自然を利用した遊びを

通して、身近な自然を取り入

れ自分の生活を楽しくした

り、みんなと楽しみながら遊

びを創り出そうとしたりす

る。 

⑼
自
分
の
成
長 

も
う 

す
ぐ 

２
ね
ん
せ
い
（
１８
） 

・あたらしい１ねん
せいをしょうたい
しよう 

・しょうたいしたこ
とをはなしあおう 

・いちねんかんをふ
りかえろう 

・ありがとうわたし
たちのきょうしつ 

入学してからの 1年間を振り返ったり、年長児と関わりを深めたりする活動を通して、1年前

の自分と今の自分を比べたり、支えてくれた人々との関係を見付けたりして、自分自身の成

長や、役割が増えたことに気付くとともに、支えてくれた人への感謝の気持ちと、進級への期

待感や意欲をもって生活しようとすることができるようにする。 

【国】 
・しょうがっこうの
ことをしょかいし

よう 
・１年かんをふりか
えろう 

 
【図】 
・こころのはなをさ

かせよう 
 
【道】 

・なわとびカード 
・やればできるんだ 
・みんなみんなあり

がとう 
 
【学級】 

・あたらしい１年生
に手がみをかこう 

・１年間のしめくく

りをしよう 
・もうすぐ２年生 
 

【学校行事】 
・新入児体験入学 
・６年生を送る会 

・年長児 

・お世話にな

った地域の

方 

⑴入学してからの１年間を

振り返ったり、年長児と関わ

りを深めたりする活動を通

して、自分が大きくなったこ

と、自分でできるようになっ

たこと、役割が増えたことな

どに気付く。 

⑵入学してからの１年間を

振り返ったり、年長児と関わ

りを深めたりする活動を通

して、１年前の自分と今の自

分を比べたり、支えてくれた

人々との関係を見付けたり

する。 

⑶入学してからの１年間を

振り返ったり、年長児と関わ

りを深めたりする活動を通

して、これまでの成長を支え

てくれた人々に感謝の気持

ちをもち、これからの成長へ

の願いをもって、意欲的に生

活しようとする。 3 



令和５年度 津野町立中央小学校 

第 2学年 生活科 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能の基礎 
⑵思考力・判断力・ 

表現力等の基礎 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 

4 

⑶
地
域
と
生
活 

⑸
季
節
の
変
化
と
生
活 

春
だ 

今
日
か
ら 

２
年
生(

６)
 

・校ていで春をさ
がそう 

・春のまちを歩こ
う 

春の自然と関わる活動や身近な地域を歩く活動を通して、身近な自然の変化や地域の人や場所

の働きを見付け、季節ごとに自然や自分たちの生活が変化していることに気付き、身近な自然

の様子を取り入れ、自分の生活を楽しくしようとするとともに、安全に気をつけて生活しよう

とすることができるようにする。 

【国】 

・かんさつしたこ 
とを書こう 
 

【道】 
・２年生になって 

 

⑴春の自然と関わる活動や

身近な地域を歩く活動を通

して、季節ごとに自然が変化

していることや、季節に応じ

て自分たちの生活が変化し

ていることに気付く。 

⑵春の自然と関わる活動や

身近な地域を歩く活動通し

て、身近な自然の変化や特徴

を探したり、地域の人や場所

の働きを見付けたりするこ

とができる。 

⑶春の自然と関わる活動や身

近な地域を歩く活動を通して、

身近な自然の様子を取り入れ、

自分の生活を楽しくしようと

するとともに、安全に気を付け

て生活しようとする。 

5 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

ぐ
ん
ぐ
ん 

そ
だ
て 

わ
た
し
の 

野
さ
い

（
６
） 

・野さいをそだ
てよう 

・野さいのせわ
をしよう 

・野さいのよう
すをつたえ合
おう 

植物を継続的に栽培する活動を通して、これまでの経験を基に、植物の変化や成長の様子に関

心をもって働きかけ、植物が生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、生

き物に親しみをもち、大切にしようとすることができるようにする。 

【国】 
・かんさつしたこ
とを書こう 

・サツマイモのそ
だて方 

【算】 

・長さをはかって
あらわそう 

 

・JA 高橋さん 

⑴植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物が生命を

もっていることや成長して

いることに気付く。 

⑵植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物の変化や

成長の様子に関心を持って

働きかけることができる。 

⑶植物を継続的に栽培する活

動を通して、生き物に親しみを

もち、大切にしようとする。 

6 

 

⑶
地
域
と
生
活 

 

ど
き
ど
き 

わ
く
わ
く 

 

ま
ち
た
ん
け
ん
（
10
） 

・まちのことを
話そう 

・たんけんの計
画を立てよう 

・まちをたんけ
んをしよう 

・見つけたこと
をつたえ合お
う 

地域のさまざまな場所を訪問したり利用したりする活動を通して、地域の場所と自分との関わ

りを見付け、地域にはさまざまな場所があり、さまざまな人がいることに気付くとともに、地

域の場所や人に親しみをもち、適切に接したり、安全に気をつけて生活したりしようとするこ

とができるようにする。 

【道】 
・あいさつ月間 
 

【学校行事】 
・交通安全教室 

・郵便局 
・谷淵組 
・JA 

・あったかふれ
あいセンター 

・池商店 

・フードセンタ
ー 

・高原スーパー 

・郵便局 
・いのや 
・虎太郎像 

・美容室 
・東津野中学校 
・花音 

⑴地域のさまざまな場所を

訪問したり利用したりする

活動を通して、自分の身近な

地域には、さまざまな場所が

あり、さまざまな人がいるこ

とに気付く。 

⑵地域のさまざまな場所を

訪問したり利用したりする

活動を通して、身近な地域の

場所と自分との関わりを見

付けることができる。 

⑶地域のさまざまな場所を訪

問したり利用したりする活動

を通して、地域の場所や人に親

しみをもち、適切に接したり、

安全に気をつけて生活したり

しようとする。 

7 

 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

 

生
き
も
の 

な
か
よ
し 

 

大
作
せ
ん
（
10
） 

・生きもののこと   
 を話そう 
・生きものをさが
そう 

・生きものをそだ
てよう 

・生きもののこと
をつたえ合おう 

生き物を探したり飼育したりする活動を通して、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心

をもって働きかけ、それらが成長していることや、生命をもっていることなどに気付くととも

に、生き物への親しみをもって、大切にしようとすることができるようにする。 

【音】 

・虫の声 
 
【道】 

・かえってきたホ
タル 

 

⑴生き物を探したり飼育し

たりする活動を通して、生き

物が成長していることや、生

命をもっていることに気付

く。 

⑵生き物を探したり飼育し

たりする活動を通して、生き

物の育つ場所、変化や成長の

様子に関心をもって働きか

けることができる。 

⑶生き物を探したり飼育した

りする活動を通して、生き物へ

の親しみをもって、生き物を大

切にしようとする。 

9 

 

⑹
自
然
や
物
を
使
っ
た
遊
び 

 

う
ご
く 

う
ご
く 

わ
た
し
の 

 
お
も
ち
ゃ
（
12
） 

・つくりたいおも
ちゃをきめよう 

・うごくおもちゃ
をつくろう 

・もっとよくうご
くおもちゃにし
よう 

・あそび方をくふ
うしよう 

身近にあるものを使って、動くおもちゃをつくる活動を通して、よりよく動くように改良した

り、もっと楽しくなるように遊び方やルールを変えたりなどの工夫をし、遊びの面白さや自然

の不思議さに気付くとともに、みんなで楽しみながら遊びを創り出そうとすることができるよ

うにする。 

【国】 
・あそびかたをせ
つめいしよう 

 
【道】 
・こんなときどう

するのかな 
 
【学校行事】 

・収穫祭 
 

・１年生 
・さくらんぼ園 
・教員 

 

⑴身近にある物を使って、動

くおもちゃをつくる活動を

通して、遊びやおもちゃをつ

くる面白さや、自然の不思議

さに気付く。 

⑵身近にあるものを使って、

動くおもちゃをつくる活動

を通して、おもちゃがよりよ

く動くように改良したり、も

っと楽しくなるように遊び

方を変えたりなど、工夫して

おもちゃや遊びをつくるこ

とができる。 

⑶身近にあるものを使って、動

くおもちゃをつくる活動を通

して、みんなで楽しみながら遊

びを創り出そうとする。 

10 

 

⑷
公
共
物
や
公
共
施
設
の
利
用 

 
 

み
ん
な
で
つ
か
う 

ま
ち
の 

し
せ
つ
（
６
） 

・図書かんをつか
おう 

・図書かんのこと
を聞いてみよう 

・みんなでつかう
しせつのことを
話し合おう 

公共物や公共施設の利用を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりして、身の回りに

はみんなで使う物があることやそれらを支えている人々がいることなどが気付くとともに、そ

れらを大切にし、正しく安全に利用しようとすることができる。 

【学級活動】 
・たくさん本を読

もう 

・図書館 
・あったかふれ

あいセンター 

⑴公共物や公共施設の利用

を通して、身の回りにはみん

なで使うものがあることや、

それらを支えている人々が

いることに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

⑵公共物や公共施設の利用

を通して、公共物や公共施設

のよさを感じたり、働きを捉

えたりすることができる。 

⑶公共物や公共施設の利用を

通して、公共物や公共施設を大

切にし、正しく安全に利用しよ

うとする。 



 

10 

⑶
地
域
と
生
活 

 

も
っ
と 

な
か
よ
し 

 

ま
ち
た
ん
け
ん
（
12
） 

・たんけんの計画
を立てよう 

・もういちどたん
けんに行こう 

・見つけたことを
しょうかいしよ
う 

・まちの人に聞き
に行こう 

・分かったことを
話し合おう 

地域の人々と関わる活動を通して、地域で生活したり、働いたりしている人と自分たちの生活

との関りを見付け、自分たちの生活はさまざまな人や場所と関わっていることや、地域の人々

が地域に寄せる思いに気付くとともに、地域の人々に親しみや愛着をもち、適切に接したり、

安全に生活したりしようとすることができるようにする。 

【学級活動】 
・なかよし集会 

・たくさん本を読
もう 

・あったかふれ
あいセンター 

・図書館 
・高原スーパー 
・どんぐり農園

グリューネ 
・高原スーパー 
・ガソリンスタ

ンド 
・川上縫製工場 
 

 

⑴地域の人々と関わる活動

を通して、自分たちの生活

は、地域のさまざまな人や場

所と関わっていることや、地

域の人々が地域に寄せる思

いに気付く。 

⑵地域の人々と関わる活動

を通して、地域で生活した

り、働いたりしている人と自

分たちの生活との関わりを

見付けることができる。 

⑶地域の人々と関わる活動を

通して、地域の人々に親しみや

愛着をもち、適切に接したり、

安全に生活したりしようとす

る。 

11 

11 

⑺
動
植
物
の
飼
育
・
栽
培 

ぐ
ん
ぐ
ん 

そ
だ
て 

わ
た
し
の 

野
さ
い
（
４
） 

・野さいをしゅう
かくしよう 

植物を継続的に栽培する活動を通して、これまでの経験を基に、植物の変化や成長の様子に関 

心をもって働きかけ、植物が生命をもっていることや成長していることに気付くとともに、生 

き物に親しみをもち、大切にしようとすることができるようにする。 

【国】 

・ありがとうをつ
たえよう 

・JA 高橋さん 

⑴植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物が生命

をもっていることや成長し

ていることに気付くととも

に、生活上必要な習慣や技

能を身に付ける。 

⑵植物を継続的に栽培する

活動を通して、植物の変化や

成長の様子に関心を持って

働きかけることができる。 

 

⑶植物を継続的に栽培する活

動を通して、生き物に親しみ

をもち、大切にしようとす

る。 

12 

⑶
地
域
と
生
活 

⑷
公
共
物
や
公
共
施
設
の
利
用 

⑻
生
活
や
出
来
事
の
伝
え
合
い 

 

つ
な
が
る 

広
が
る 

 

 

わ
た
し
の 

生
活
（
12
） 

・つたえたいなま
ちのすてき 

・もっとくわしく
しらべよう 

・つたえたいこと
をまとめよう 

・まちのすてきを
とどけよう 

自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を通して、相手のことを想像した

り、伝えたいことや伝え方を選んだりして、身近な人々と関わることのよさや楽しさが分かる

とともに、進んで触れ合い交流しようとすることができるようにする。 

【国】 
・この人をしょう
かいします 

・図書館 
・あったかふれ
あいセンター 

・図書館司書さ
ん 

・明神りえさん ⑴自分たちの生活や地域の

出来事を身近な人々と伝え

合う活動を通して、身近な

人々と関わることのよさや

楽しさに気付く。 

⑵自分たちの生活や地域の

出来事を身近な人々と伝え

合う活動を通して、相手のこ

とを想像したり、伝えたいこ

とや伝え方を選んだりする

ことができる。 

⑶自分たちの生活や地域の出

来事を身近な人々と伝え合う

活動を通して、地域の人々に親

しみをもち、進んで触れ合い、

交流しようとする。 

1 

 

⑼
自
分
の
成
長 

 

あ
し
た
へ 

ジ
ャ
ン
プ
（
27
） 

・大きくなった自
分のことをふり
かえろう 

・大きくなった自
分のことをしら
べよう 

・自分のことをま
とめよう 

・ありがとうの気
もちをつたえよ
う 

自分の生活や成長をふりかえる活動を通して、過去と現在の自分を比べたり、支えてくれた人々

との関係を見付けたりして、自分でできるようになったことや、役割が増えたことなどに気付

くとともに、支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、これからの学習や生活への願いをもっ

て意欲的に生活しようとすることができるようにする。 

【国】 

・「ありがとう」
をつたえよう 

 

【道】 
・生まれるという
こと 

・こうさとびがで
きた 

 

【学級活動】 
・まとめの集会を
けいかくしよう 

・まとめの集会 

・保護者 

・幼稚園の先生 
・上級生 

⑴自分の生活や成長を振り

返る活動を通して、自分でで

きるようになったことや役

割が増えたことに気付く。 

⑵自分の生活や成長を振り

返る活動を通して、過去と現

在の自分を比べたり、自分の

成長を支えてくれた人々と

の関係を見付けることがで

きる。 

⑶自分の生活や成長を振り返

る活動を通して、自分の成長を

支えてくれた人々に感謝の気

持ちを持ち、これからの学習や

生活への願いをもって意欲的

に生活しようする。 

2 

3 



令和５年度 津野町立中央小学校 

第 3学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・ 

表現力等 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 

4 

津
野
町
の
お
茶
づ
く
り
の
魅
力 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 

津
野
町
の
お
茶
に
関
わ
る
人
々
の
思
い 

津
野
町
の
名
産
品
「
津
野
茶
」
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
（
２０
） 

(1)「中央小 お茶アドバ
イザーになろう！」と
いうゴールを確認し、
「津野町のお茶とはど
のようなものなのかを
知り、まとめたことを
いろいろな人たちに伝
える」という課題を立
てる 

(2)お茶摘み、茶工場の見
学、お茶もみを行い、お
茶の作り方を知る。 

(3)見学や体験で知った
ことをまとめ、さらに
知りたくなったことを
考え、インターネット
を用いて調べたり、お
茶にくわしい方の話を
聞いたりしてまとめ
る。 

(4)調べたことを活かし
て、販売に向けて、商品
名を考えたり、ポスタ
ー等で発信する。 

 
 

津野茶の茶摘み・茶もみなどの体験活動を通して、地域の名産品であるお茶に目を向け、

そのよさを理解し、お茶について調べたことや話し合ったことをもとに、自分たちにできる

ことを考えるとともに、自分と地域の関わりについて取り組むことができるようにする。 

【社】 
・わたしたち
のまちと市 

 
【道】 
・あいさつ名
人 

・マリーゴー
ルド 

・JA高橋さん 
 
・地域の方 
 
・お茶農家の    
 方 
 
・日本茶イン
ストラクタ
ー柿谷菜穂
子さん 

5 

①津野町のお茶についてや、

お茶の生産に関わる方の

努力や工夫について理解

する。（知識） 
②お茶の生産の流れがどの
ようになっているかを知
るために体験を行い、調べ
るなかで、情報整理の技能
を身に付ける。（技能） 

③津野町のお茶に関する知
識の深まりは、津野町のお
茶の知識を身につけるた
めに探究的に学習してき
たことによる成果である
と気付く。（探究的な学習
のよさの理解） 

①津野町の名産の中でも、特に

自分たちが詳しくないこと

を基に課題を設定すること

ができる。（課題の設定） 

②課題を解決するために、様々

な方法の中から、手段を選

び、必要な情報を収集するこ

とができる（情報の収集） 

③集めた情報を比較、分類し、

関係づけたりしながら、課題

の解決に向けて考えること

ができる。（整理・分析） 
④伝える相手や場面に応じて、
適切なまとめ方を考え、工夫
してまとめ、表現することが
できる。（まとめ・表現） 

①課題の解決に向けた活

動を通して、自分の身の

回りの地域を見つめ直

し、そのよさを実感し、

お茶作りを残していこ

うと積極的に取り組も

うとする。 

（自己理解・他者理解） 

②お茶摘み体験や茶工場

見学を通して、課題の解

決に向けて、友達と協働

して探究活動に取り組

もうとする。 

（主体性・協働性） 
③津野町のお茶の生産に
関わる人たちの努力や
工夫を伝えるために、自
分たちにできることを
考え、取り組もうとす
る。 

（将来展望・社会参画） 

6 

7 

9 

「
津
野
茶
」
の
お
い
し
さ
（
魅
力
）
を
伝
え
る
た
め
の
工
夫
を
知
ろ
う
（
３５
） 

(1)「津野茶のおいしさを
伝えよう！」という課
題を立てる。 

(2)JA、役場、農家の方な
どに来てもらい、お茶
の美味しさを広めるた
めの工夫について聞
く。 

(3)グループで聞いた工
夫を種類ごとに分類す
る。 

(4)知った工夫をレポー
トにまとめ、できたレ
ポートを見てもらい、
美味しさを広めるため
の工夫は他にないか考
える。 

自分たちが製品化したお茶の販売や、工場見学などの体験活動を通して、生産者のくふ

うや努力を理解し、津野茶が地域にとって大切な存在であることに気付き、津野茶のよさ

を広めるために自分たちにできることを考えたり、行動したりできるようにする。 

【社】 
・はたらく人
とわたした
ちのくらし 

 
【学級】 
・学級ボラン
ティアをし
よう 

・藤村佑子さ   
ん（草木
染） 

 
・ツノチャマ
ルシェのお
客さん 

 
・満天の星の
工場の方 

10 

①津野町のお茶についてや、

お茶の生産に関わる方の

努力や工夫について理解

する。（知識） 

②お茶の生産、販売に携わる

人の工夫や努力、思いを知

るためのインタビューな

ど、情報収集の技能を身に

付ける。（技能） 

③津野町のお茶に関する知

識の深まりは、津野町のお

茶のよさをより広めよう

とするために探究的に学

習してきたことによる成

果であると気付く。（探究

的な学習のよさの理解） 

①津野町のお茶の美味しさの

広め方ついて考え、その中で

も特に調べたいこと、自分た

ちが知らないことを基に、課

題を設定することができる。

（課題の設定） 

②課題を解決するために、様々

な方法の中から、手段を選

び、必要な情報を収集するこ

とができる。（情報の収集） 

③集めた情報を比較、分類し、

関係づけたりしながら、課題

の解決に向けて考えること

ができる。（整理・分析） 

④伝える相手や場面に応じて、

適切なまとめ方を考え、工夫

してまとめ、表現することが

できる。（まとめ・表現） 

①課題の解決に向けた活

動を通して、地域を見つ

め直し、津野茶を大切に

して、津野茶から地域活

性化に取り組む人たち

と自分の関わりを見直

そうとする。（自己理解・

他者理解） 

②地域の方へのインタビ

ューや工場見学の体験

を通し、課題の解決に向

けて、友達と協働して探

究活動に取り組もうと

する。（主体性・協働性） 

③津野町のお茶の美味し

さや、地域の人たちの努

力を伝えるために、自分

たちにできることを考

え、取り組もうとする。 

（将来展望・社会参画） 

11 

12 

 
(1)「お茶の美味しさを広
めるために、上手に販
売するにはどうすれば
よいかな」という課題
を立てる。 

(2)より多くのお茶を販
売するための方法を調
べる。 

(3)調べたことを用いて、
販売の準備を行う。 

(4)お茶の販売を通して
学んだことをワークシ
ートにまとめ、発信す
る。 

 

津
野
町
の
名
産
品
「
津
野
茶
」
の
魅
力
を
広
め
よ
う
（
１５
） 

(1)「津野茶をもっと広め
よう！」という課題を
立てる。 

(2)より多くの人に津野
茶を知ってもらうため
の方法を他の地域から
も学ぶ。 

(3)調べたことをどのよ
うに伝えると、津野茶
のよさが多くの人に伝
わるかを考え、お茶パ
ーティーの準備を行
う。 

(4)津野茶の学習を通し
て学んだことをまと
め、自分と地域の関わ
りを見つめ直す。 

津野町の名産品である津野茶について調べたり、まとめたりする活動を通して、自分と津

野茶の関わりを見つめ直し、そのよさや魅力を理解し、津野茶の魅力を知ってもらうために、

自分たちにできることを考え、行動できるようにする。 

【国】 
・案内の手紙
を書こう 

 
【社】 
・わたしたち
の市の歩み
（かわる道
具とくら
し） 

 
【道】 
・ふるさとの
味 土佐文
旦 

・スーパーパ
ティシエ物
語 

 
 

・お世話にな
った人たち 

・中央小学校
全校 

・お茶農家の
方 

1 

①津野町のお茶についてや、

お茶の生産に関わる方の

努力や工夫について理解

する。（知識） 

②お茶の生産、販売に携わる

人の工夫や努力、思いを知

るための他地域へのイン

タビューなど、情報収集の

技能を身に付ける。（技能） 

③津野町のお茶に関する知

識の深まりは、津野町のお

茶のよさをより広めよう

とするために探究的に学

習してきたことによる成

果であると気付く。（探究

的な学習のよさの理解） 

①津野町のお茶の美味しさの

広め方ついて考え、その中で

も特に調べたいこと、自分た

ちがよりよくしたいことを

基に、課題を設定することが

できる。（課題の設定） 

②課題を解決するために、様々

な方法の中から、手段を選

び、必要な情報を収集するこ

とができる。（情報の収集） 

③集めた情報を比較、分類し、

関係づけたりしながら、課題

の解決に向けて考えること

ができる。（整理・分析） 

④伝える相手や場面に応じて、

適切なまとめ方を考え、工夫

してまとめ、表現することが

できる。（まとめ・表現） 

①課題の解決に向けた活

動を通して、地域を見つ

め直し、より多くの人

に、津野茶のよさ知って

もらえるよう、自分が学

んだことを伝え、残して

いこうと積極的に取り

組もうとする。（自己理

解・他者理解） 

②他地域の方へのインタ

ビューなどの体験を通

し、課題の解決に向け

て、友達と協働して探究

活動に取り組もうとす

る。（主体性・協働性） 

③津野町のお茶の美味し

さや、地域の人たちの努

力を伝えるために、自分

たちにできることを考

え、取り組もうとする。

（将来展望・社会参画） 

2 

3 



令和５年度 津野町立中央小学校 

第 4学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・ 

表現力等 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 
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東
津
野
地
域
の
川
と
山
の
魅
力 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 

東
津
野
地
域
の
川
と
山
に
関
わ
る
産
業
や
保
全
に
関
わ
る
人
々
の
思
い 

北
川
川
の
魅
力
を
調
べ
よ
う
！
（
２５
） 

(1)東津野地域の魅力に
ついて考えたり、実際
に川へ行って体験した
りしたことをもとに、
課題を見出し、解決す
るための見通しを持た
せる。 

 
(2)北川川の特色につい
て、体験や調査、地域
の方へのインタビュー
を通して情報を収集す
る。 
・水生生物調査 
・カヌー ・川の調査 
・魚の食べ比べ 等 

 
(3)北川川の魅力を視点
ごとに整理し、北川川
だからこその魅力につ
いて追究する。北川川
の魅力を伝える新聞に
載せる記事を選ぶ。 

 
(4)北川川の魅力につい
て新聞にまとめ、津野
町の回覧板で発信す
る。 

東津野地域の川について調査する活動を通して、自分の身の回りの地域の自然を見つめ、
そのよさや魅力を理解し、北川川の魅力を知ってもらうために、自分たちにできることを
考えるとともに、自分と地域の関わりを考えながら生活したり、行動したりすることがで
きるようにする。 

【国】 
・たしかめな
がら話を聞
こう 

・みんなで新
聞を作ろう 

・お願いやお
礼の手紙を
書こう 

 
【社】 
・ごみはどこ
へ 

・水はどこか
ら 

 
【理】 
・季節と生き
物 

 
【道】 
・命をつなぐ
岬 

・このままに
していたら 

・魚族保護会 
（豊田さん） 
 
・リバーマス
ター 

・四万十川財 
 団 
・西川先生 
 
・町役場 
（建設課） 
 
・山賊茶屋の
中平さん 
…アメゴ 

 
・川上さん 
…アユ 
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①自分の身の回りの地域の
自然を見つめ、そのよさ
や魅力を理解する。 

（知識）  
②北川川にすむ生物の状況
を捉えるために、生物種
や生息環境に応じた方法
で調査を実施する。 

        （技能） 
③北川川の魅力に対する自
らの認識の高まりは、川
とそこに生息する生物
や、川を守る人との関係
を探究的に学習してきた
ことの成果であることに
気付く。 

（探究的な学習のよさの理
解） 

①北川川の水比較から問いを
見いだし、北川川の魅力を
探る課題を自らつくり、解
決に向けて見通しをもつ。 

（課題の設定） 
②北川川の魅力を把握するた
めに、自分なりの手段を選
択し、情報を収集する。 

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報を
取捨選択したり、複数の情
報を比較したり分類したり
しながら解決に向けて考え
る。 

（整理・分析） 
④北川川の魅力を知ってもら
うために、自分たちにでき
ることを考え、伝える相手
に応じて、自分の考えをま
とめ、適切な方法で表現す
る。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けて、自
分のよさや自分にでき
ることに気付き、自分
と異なる意見や考えが
あることを知り、探究
活動に取り組もうとす
る。 

（自己理解・他者理解） 
②水生生物調査や漁など
の活動を通して、課題
解決に向けて、友達と
協働して探究活動に取
り組もうとする。 
（主体性・協働性） 

③北川川の魅力を知って
もらうために、自分た
ちにできることを見つ
け、問題解決のために
行動に移そうとする。 

（将来展望・社会参画） 
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7 

9 北
川
川
が
清
流
巡
り
利
き
鮎
会
に
出
場
し
て
い
な
い
理
由
を
調
べ
よ
う
！
（
２５
） 

(1)第 24 回清流巡り利き
鮎会の結果を示し、「な
ぜ、北川川の鮎は利き
鮎会に出場していない
のだろう？」という課
題を設定し、2学期の活
動の見通しをもたせ
る。 

 
(2)北川川の降水量や気
温、鮎の放流量を調査
したり、津野町森林組
合や中成を見学し、川
と山の繋がりについて
調べたりして、出場し
ていない原因を調べ
る。 

 
(3)北川川についての情
報を整理し、今年度グ
ランプリを取った馬瀬
川との比較を行い、利
き鮎会に出場していな
い理由を分析する。 

 
(4)出場していない原因
をまとめ、豊田さんに
発表する。豊田さんの
お話を聞いた後、課題
に対するまとめを考
え、学びを振り返る。 

北川川が清流巡り利き鮎会に出場していない理由を調査する活動を通して、自分の身の回
りの地域の自然を見つめ、山と川との関係を理解し、北川川の自然環境を守るために自然
環境と自分たちの生活の関係を考えるとともに、身近な自然を大切にして生活したり、自
然を守るために行動したりすることができるようにする。 

【国】 
・みんなで新
聞を作ろう 

・お願いやお
礼の手紙を
書こう 

・「ふるさとの
食」を伝え
よう 

 
【社】 
・自然災害に
そなえるま
ちづくり 

・昔から今へ
と続くまち
づくり 

 
【理】 
・雨水と地面 
・水のすがた
の変化 

・水のゆくえ 
 
【道】 
・琵琶湖のご
み拾い 

・ぼくたちの
バラ花だん 

 

・馬瀬川 
（岐阜県） 
 
・中成 
（中上さん） 
 
・森林組合 
（高橋さん） 
 
・水利組合長 
（上岡さん） 
 
・魚族保護会 
（豊田さん） 
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①森林組合や中成の見学、
調べ学習、豊田さんの話
などを通して、北川川が
清流巡り利き鮎会に出場
していない理由を理解す
る。     

（知識） 
②北川川と馬瀬川の様々な
情報を比較・分類するな
ど、探究の過程に応じた
技能を身に付ける。 

        （技能） 
③北川川の環境や気候と、
アユの生育には関連があ
ることの理解は、自然や
自分たちの生活、川と山
との関係を、探究的に学
習してきたことの成果で
あることに気付く。 

（探究的な学習のよさの理
解） 

①北川川が清流巡り利き鮎会
に出場していない事実から
課題を設定し、解決に向け
て見通しをもつ。 

（課題の設定） 
②北川川が清流巡り利き鮎会

に出場していない理由を把
握するために、自分なりの
手段を選択し、情報を収集
する。       

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報を

取捨選択したり、複数の情
報を比較したり関係づけた
りしながら解決に向けて考
えることができる。 

（整理・分析） 
④北川川が清流巡り利き鮎会
に出場していない理由につ
いて、伝える相手に応じ
て、自分の考えをまとめ、
適切な方法で表現する。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた自己
の取組を振り返ること
を通して、自分の意思
で探究活動に取り組も
うとする。 

（自己理解・他者理解） 
②森林組合や中成などの
見学を通して、課題解
決に向けて、友達と協
働して探究活動に取り
組もうとする。 
（主体性・協働性） 

③自分と川や地域の人々
等とのつながりに気付
き、川の環境を保つた
めに自分たちができる
ことを見直そうとす
る。 

（将来展望・社会参画） 
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1 ２
０
２
４
年
、
利
き
鮎
会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
！
（
２０
） 

(1)小単元１・２を振り返
り、「2024清流めぐり利
き鮎会に出場し、グラ
ンプリを取れるように
しよう！」という課題
を設定する。 

 
(2)北川川の問題点を解
決するための調査（鮎・
石・藻・害鳥）、豊田さ
んへのインタビューを
通して情報を収集し、
取組（案山子作り・ポス
ター・ゴミ拾い）を考
え、実際に行う。 

 
(3)調査結果や取組を整
理したり、取組の効果
を分析したりする。 

 
(4)調査結果や取組の成
果を、魚族・産業課・地
域住民等に発表し、今
後の北川川について、
自分事として語り合
う。 

 

自分たちの住む東津野地域の川や山の問題点を解決するための調査や取組を通して、自分
の身の回りの地域を見つめ直し、そのよさや魅力を理解し、北川川が清流めぐり利き鮎会
でグランプリを取れるように、自分たちにできることを考えるとともに、地域と協力しな
がら地域のよさを残していこうとしたり、行動したりすることができるようにする。 

【国】 
・言葉で考え
を伝える 

・調べたこと
をほうこく
しよう 

 
【社】 
・わたしたち
の県のまち
づくり 

 
【理】 
・生き物の１
年 

 
【道】 
・祭りだいこ 
・ぼくたちの
バラ花だん 

 

・魚族保護会
（豊田さん） 
 
・地元農家
【かかし作 
り】 

 
・津野町役場
産業課 

 
・地域住民 
 
・リバーマス 
ター 

 
・四万十川財 
 団 
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①北川川の環境や鮎の実態
や課題を理解するととも
に、その環境を後世に残
していこうと活動を続け
ている人や組織の、思い
や努力に気付く。 

  （知識） 
②北川川が来年、利き鮎会
でグランプリを取れるよ
うにするために、様々な
情報を比較・分類するな
ど、探究の過程に応じた
技能を身に付ける。   

（技能） 
③北川川を大切に守り、利
き鮎会でグランプリを取
ってほしいという自己の
思いの変容は、地域の自
然やその魅力について探
究的に学んだことによる
成果であると気付く。 

（探究的な学習のよさの理
解） 

①北川川の鮎や環境について
得た情報を結び付け、来年
グランプリを取れるように
するにはどうすればよいか
考え、課題を設定すること
ができる。（課題の設定） 

②北川川が来年、利き鮎会で
グランプリを取れるように
するために、自分なりの手
段を選択し、情報を収集す
ることができる。 

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報を
取捨選択したり、複数の情
報を比較したり関係付けた
りしながら、解決に向けて
考えることができる。 

（整理・分析） 
④北川川が来年、利き鮎会で
グランプリを取れるように
するために、自分たちにで
きることを考え、伝える相
手に応じて、自分の考えを
まとめ、適切な方法で表現
する。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過程
を通して、自分と地域
の関わりを見直し、自
分自身について理解し
ようとしたり、異なる
意見や他者の考えを受
け入れて尊重しようと
したりする。 

（自己理解・他者理解） 
②ゴミ拾いやポスター作
りなどを通して、課題
解決に向けて、友達と
協働して探究活動に取
り組もうとする。 
（主体性・協働性） 

③北川川が来年、利き鮎
会でグランプリを取れ
るようにするために、
自分たちにできること
を考え、問題解決のた
めに、自分のこととし
て取り組もうとする。 

（将来展望・社会参画） 
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令和５年度 津野町立中央小学校 

第 5学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） 
⑴知識及び技能 

⑵思考力・判断力・ 

表現力等 

⑶学びに向かう力・ 

人間性等 
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米
作
り
か
ら
見
え
る
津
野
町
の
食 

 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 

食
に
関
わ
る
人
々
の
思
い 

津
野
町
の
自
慢
料
理
調
べ
（
３０
） 

(1)お米の育て方や、
工夫に目を向け、 
もみまき、苗作
り、田植えを体験
し、収穫後の見通
しを持って、津野
町の食への関心
を高める。 

(2)お米の成長や、作
業について調べ、
米の収穫までの工
程を知る。 
津野町の地元の
食材を使った料
理について、情報
を収集する。 

(3)情報収集した内
容から、米パーテ
ィーで作りたい料
理や必要な材料に
ついて情報を整理
する。 

(4)お米を育てるた
めに行った作業、
他教科との関連・
学校行事との繋が
りについてまと
め、今後の見通し
を持つ。 

米作りを体験することを通して、津野町で自然を生かした農業が行われていることを理解し、地域

の農業のよさやそれに関わる人たちの思いを知るとともに、津野町の食により深く関わる課題を見

出して活動することができる。 

【国】 
・知りたいこと
を聞き出そう 

・環境問題につ
いて報告しよ
う 

 
 
【理】 
・天気の変化 
・植物の発芽や
成長 

 
 
【社】 
・国土の気候と
地域の特色 

・未来を支える
食料生産 

 
・水足さん 
 
・地域の方々 
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①津野町の米作りについて知

り、地域の農業のよさや地域

に住む人の思いを理解する。

（知識） 

②地域に昔からあるものを大切

に扱ったり、地域の人と気持

ちのよいコミュニケーション

をとったりするなど、適切に

接することができる。（技能） 

③津野町の米作りや食材につい

て知りたいという自己の思い

の変容は、地域の農業や人々

の思いについて探究的に学ん

だことによる成果であると気

付く。 

（探究的な学習のよさの理解） 

 

①米作りについて関心を持ち、

収穫後の活動について見通し

をもって計画を立てることが

できる。（課題の設定） 

②１年間の米作りの過程や津野

町の食材を使った料理につい

て調べたり、地域の方から、

実際に話を聞いたりして、情

報を収集することができる。

（情報の収集） 

③津野町の食材を知ったことか

ら、米パーティーで作りたい

料理に必要な食材について調

べ、情報を整理することがで

きる。 

（整理・分析） 

④整理・分析したことをもとに、

他教科との関連・学校行事と

の繋がりについてまとめ、今

後の見通しを持つことができ

る。（まとめ・表現） 

①探究的な活動の中で、自分や

友達のよさを生かしながら、

協働して学び合おうとする。

（自己理解・他者理解） 

②課題解決に向けて、目的意識

を持ち、他者と協働して探究

活動に取り組もうとする。 

（主体性・協働性） 

③米作りや津野町の食材を活か

した料理調べ等の課題を解決

するために、地域とどのよう

に関わっていけば良いかを考

え、実践に移そうとする。 

（将来展望・社会参画） 

 

6 

7 

9 

津
野
町
の
自
慢
料
理
作
り
（
３０
） 

(1)稲刈りを体験し
ながら、津野町の
自慢料理への関心
を高める。 

(2)１学期にまとめ
た料理の情報をも
とに、家族から津
野町の自慢料理や
自分達で作れそう
なおかずについて
聞き取りを行い、 
知ったことをも
とに、タブレット
やインタビュー
を通して、より詳
しい情報収集し、
食を支える人々
の工夫や地域へ
の思いを知る。 
稲刈り体験を通
して、農家さんの
工夫や苦労を知
る。 

(3)調べた情報を整
理して、調理可能
なメニューを考え
る。 

(4)津野町の食材を
使ったメニューを
考え、調理実習を
行い、今までの学
習を通して、情報
収集したことをま
とめる。 

米作りに挑戦する活動を通して、津野町の食に関わる人たちの工夫や努力、地域への思いを理解し、
教えてもらったことを活かして調理を行うことで、地域のよさや課題解決に向けた改善策について、
自分たちから発信する方法を考える。また、異なる意見や他者の考えを受け入れながら、探究活動に
取り組んでいくことができる。 

【国】 
・和の文化を受
け継ぐ 

 
【社】 
・未来を支える
食料生産 

 
【理】 
・花から実へ 
 
【家】 
・食べて元気！
ごはんとみそ
汁 

 
【外】 
・Unit7 
 What would 
you like? 

 
【道】 
・ひとふみ十年 
・水がわたる橋 
ー通潤橋ー 

 
【学校行事】 
・収穫祭 

 
・水足さん 
 
・地域の方 
 
・保護者 
 
・ヘルスメイ    
ト 
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①津野町の食に関わる人々の工

夫や努力、地域への思いを理

解する。（知識） 

②食材や調理方法などの様々な

情報を比較・分類・関連付け

るなど、探究の過程に応じた

情報整理の技能を身に付け

る。（技能） 

③津野町の食に対する自らの認

識の高まりは、津野町の食に

ついて探究的に学習してきた

ことの成果であると気付く。 

（探究的な学習のよさの理解） 

 

①自分たちが育てている米を使

った料理を作るために、取り

組まなければならない課題を

発見し、どのような方法で情

報を集めればよいか意見を出

し合うことができる。 

（課題の設定） 

②津野町の食に詳しい人や地域

の料理を把握するために、 手

段を選択して多様な方法で情

報を収集したり、種類に応じ

て蓄積したりすることができ

る。（情報の収集） 

 

③課題の解決に必要な情報を取

捨選択したり、複数の情報を

比較したり関係付けたりしな

がら、解決に向けて考えるこ

とができる。（整理・分析） 

 

④津野町の食を伝えるために自

分たちにできることを考え、

伝える相手や目的に応じて、

自分の考えをまとめ、適切な

方法で表現することができ

る。（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過程を通し

て、自分と地域の関わりを見

直し、自分自身について理解

しようとしたり、異なる意見

や他者の考えを受け入れて尊

重しようとしたりする。 

（自己理解・他者理解） 

②インタビューやメニュー作り

などの活動を通して、課題解

決に向けて、友達と協働して

探究活動に取り組もうとす

る。 

（主体性・協働性） 

③津野町の食のよさを伝えるた

めに自分たちにできること

を考え、問題解決のために、

自分のこととして取り組も

うとする。 

（将来展望・社会参画） 

11 

12 

1 

津
野
町
の
食
の
魅
力
、
発
信
（
１０
） 

(1)地域の食に関わ
る情報をたくさん
の人に知ってもら
う方法を考えて、
津野町のよさの１
つとして発信する
ことを確認し、関
心を高める。 

(2)情報発信の手段
について調べる。 

(3)情報を発信した
い相手にあった発
信の方法を整理・
分析して、決定す
る。 

(4)津野町の食文化 
を発信し、自分た 
ちにできること 
や地域の活性化 
に繋がることに 
目を向ける。 

津野町の食を町内外の人に発信する活動を通して、伝えたい相手や内容によって工夫が必要である
ことを理解し、地域のために自分たちにできることが何かを考えるとともに、津野町のよさを再確認
することができる。 

【社】 
・未来とつなが
る情報 

 
【図】 
・MYキャラが動
き出す 

 
【道】 
・おじいちゃん
のばち 

 

 
・水足さん 
 
・地域の方 
 
・保護者 

2 

①津野町のよさを発信する手段
について調べ、発信する相手
に合った手段を選ぶことがで
きる。（知識） 

②発信する際に必要な人との関
わり方（声掛け・態度など）
や ICT機器の技能を身につけ
る。（技能） 

③津野町の食のよさを発信した

いと思う気持ちは、津野町の

食について探究的に学習して

きたことの成果であると気付

く。 

（探究的な学習のよさの理解） 
 
 
 

①地域の食のよさを発信するこ
との課題を見出し、相手に応
じて伝える方法や手順を考え
て計画を立てることができ
る。 

（課題の設定） 
②町外で行われている、食に関
わる活動について知ったり、
発信の手段について調べたり
することができる。（情報の収
集） 

③自分たちにできる発信方法を
見出し、どのようにアピール
すれば相手に伝わるか考える
ことができる。（整理・分析） 

④津野町の食について学んだこ
とを町外の人に知らせること
で、地域をアピールする。 

（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過程を通し

て、自分と地域の関わりを見

直し、自分自身について理解

しようとしたり、異なる意見

や他者の考えを受け入れて尊

重しようとしたりする。 

（自己理解・他者理解） 
②町内外の人と関わる活動の中
で、他者と協働して活動に参
加しようとする。 

（主体性・協働性） 
③探究的な活動を通して、津野
町の食のよさを伝えること
で、自分と地域の関わりを再
認識し、地域のためにできる
ことを考え取り組もうとす
る。（将来展望・社会参画） 

3 



令和５年度 津野町立中央小学校 

第 6学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

(時数) 
主な学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 ⑵思考力・判断力・ 
表現力等 

⑶学びに向かう力・ 
人間性等 

 

4 

 

東
津
野
地
域
の
産
業
と
産
業
に
関
わ
る
人
々
の
思
い 

津
野
町
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
（
２０
） 

(1)アンケートや保護
者へのインタビュー
を通して、津野町の
産業の実態や課題を
知り、探究課題を設
定する。 

(2)津野町における産
業の実態や課題、そ
の改善に向けた工夫
や努力について、見
学や体験、インタビ
ューを通して情報を
収集する。 

(3)思考ツールを用い
て津野町における産
業の実態や課題、そ
の改善に向けた工夫
や努力について整理
し、どのようにすれ
ば津野町の農業や観
光業が活性化するの
か考察する。 

(4)津野町の産業活性
化のためにできるこ
とをまとめ、産業の
魅力を動画やポスタ
ー等で発信する。 

津野町の産業について調べたり、農業を体験する活動を通して、津野町の産業の実態
や課題、その改善に向けた工夫や努力を理解し、地域を盛り上げるために自分たちに
できることを考えるとともに、自分と地域の関わりを考えながら生活したり、行動し
たりすることができるようにする。 

【国】 
・防災ﾎﾟｽﾀｰ 
・場面に応じ
た言葉づか
い 

・町の幸福論 
・世界に向け
て意見文を
書こう 

 
【理】 
・生き物と食
べ物、空
気、水 

 
【道】 
・礼儀正しい
ふるまい 

・「働く」っ
てどういう
こと？ 

・吉村虎太郎 
【学級】 
・挨拶とﾏﾅｰ 
・夢先生に学
ぼう 

・卒業式で自
分の夢を伝
えよう 

・ＪＡ 
 
・道の駅 
 
・せいらん 
の里 

 
・星ふるヴ 
ィレッジ
天狗 

 
 
 
【農家】 
・みょうが 

①津野町の産業の実態や
課題、その改善に向けた
工夫や努力を理解する
ことができる。（知識） 

②産業の課題や生産者の
思いなどの様々な情報
を比較・分類・関連付け
るなど、探究の過程に応
じた情報整理の技能を
身に付ける。（技能） 

③津野町の産業に対する
自らの認識の高まりは、
津野町の農業活性化の
ために探究的に学習し
てきたことの成果であ
ると気付く。（探究的な
学習のよさの理解） 

①アンケートや保護者への
インタビューから得た情
報を結び付け、複雑な問題
状況の中から課題を発見
し設定することができる。
（課題の設定） 

②津野町の産業の実態や課
題を把握するために、 手
段を選択して多様な方法
で収集したりすることが
できる。（情報の収集） 

③課題の解決に必要な情報
を取捨選択したり、複数の
情報を比較したり関係付
けたりしながら、解決に向
けて考えることができる。
（整理・分析） 

④津野町の産業を盛り上げ
るために自分たちにでき
ることを考え、伝える相
手や目的に応じて、自分
の考えをまとめ、適切な
方法で表現することがで
きる。（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過
程を通して、自分と地
域の関わりを見直し、
自分自身について理
解しようとしたり、異
なる意見や他者の考
えを受け入れて尊重
しようとしたりする。
（自己理解・他者理
解） 

②農業体験などの活動
を通して、課題解決に
向けて、友達と協働し
て探究活動に取り組
もうとする。 

（主体性・協働性） 
③津野町の産業を盛り
上げるために自分た
ちにできることを考
え、問題解決のため
に、自分のこととして
取り組もうとする。 

（将来展望・社会参画） 
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6 

 

7 

 

 

9 

 
津
野
町
の
産
業
と
他
地
域
の
産
業
を
比
べ
て
み
よ
う
（
２５
） 

(1)津野町における産
業の課題を振り返
り、探究課題を設定
する。 

(2)他地域の産業を調
べたり、体験したり
して、他地域の産業
の実態や課題、その
改善に向けた工夫や
思いを学ぶ。 

(3)津野町と他地域の
産業を整理し、比較
を通して産業が活性
化する方法について
分析する。 

(4)津野町を活性化さ
せるためにできるこ
とをまとめる。 

津野町以外の地域の産業を調べたり、農業の仕事を体験したりする活動を通して、津
野町以外の地域における産業の実態や課題、その改善に向けた工夫や思いを理解し、
津野町と他地域の産業を比較しながら津野町を活性化させるためにできることを考
え、自ら進んで活性化させようと取り組むことができる。 

【国】 
・インターネ
ットの投稿
を読み比べ
よう 

・場面に応じ
た言葉づか
い 

・町の幸福論 
・世界に向け
て意見文を
書こう 

・表現をくふ
うする 

・プロフェッ
ショナルた
ち 

 
【道】 
・礼儀正しい
ふるまい 

・「働く」っ
てどういう
こと？ 

・吉村虎太郎 
 
【学級】 
・挨拶とマナ
ー 

・卒業式で自
分の夢を伝
えよう 

・吉備路も
も出荷組
合 

 
・高知県観
光政策課 

 
・須崎市元
気創造課 

 
・梼原町観
光振興課 

 
・日高村産
業環境課 

 
・馬路村農
協 

 
【津野町役
場】 

・教育委員
会 

 
・まちづく
り推進課 

 
・産業課 
 
・町民課 
 
・観光推進
課 

①他地域の産業の課題改
善に向けた取り組みや
それに対する思いや前
後の変化を理解するこ
とができる。（知識） 

②活動を通して、他地域に
おける産業の取り組み
やそれに関わる人の思
いなどの様々な情報を
集め、比較・分類・関連
付けるなど、探究の過程
に応じた情報整理の技
能を身に付ける。（技能） 

③他地域の産業に対する
自らの認識の高まりは、
津野町の産業活性化の
ために探究的に学習し
てきたことの成果であ
ると気付く。（探究的な
学習のよさの理解） 

①アンケートから得た情報
を津野町の産業と結び付
け、自分たちの思い描く理
想と津野町の現実との隔
たりから課題を発見し設
定することができる。 

（課題の設定） 
②他地域の産業の課題改善
に向けた取組や思い、取組
前後の変化を把握するた
めに、手段を選択して多様
な方法で情報を収集する
ことができる。 

（情報の収集） 
③課題の解決に必要な情報
を取捨選択したり、複数の
情報を比較したり関係付
けたりしながら、自分たち
にできることなどを見出
し、解決に向けて考えるこ
とができる。（整理・分析） 

④伝える相手や目的に応じ
て、自分の考えを分かり
やすくまとめ、適切な方
法で表現することができ
る。（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過
程を通して、自分と地
域や、地域の活性化に
取り組む人々との関
わりを見直そうとす
る。 

（自己理解・他者理解） 
②他地域における産業
体験などを通して、課
題解決に向けて、異な
る意見や他者の考え
を受け入れて尊重し
ようしたりし、友達と
協働して探究活動に
取り組もうとする。
（主体性・協働性） 

③津野町を盛り上げる
ために自分たちにで
きることを考え、問題
解決のために、自分の
こととして取り組も
うとする。 

（将来展望・社会参画） 
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12 

１ 

津
野
町
の
未
来
と
自
分 

津
野
町
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２５
） 

(1)未来の津野町ＰＪ
を振り返り、成果と
課題、いただいた意
見を整理し、課題を
設定する。 

(2)行政の政策や自治
組織が取り組んでい
ることを調べ、津野
町を活性化させるた
めに、自分たちにで
きることを考え、実
行する。 

(3)自分達の取組を整
理し、その効果や津
野町を活性化させる
方法を具体的に分析
する。 

(4)未来の津野町を活
性化させるための取
組をまとめ、発表す
る。 

津野町の町づくりの取組を調べたり、津野町活性化のための活動を通して、津野町の
実態や課題、その改善に向けた工夫や努力を理解し、地域を活性化させるために自分
たちにできることを考えるとともに、自分と地域の関わりを考えながら生活したり、
行動したりすることができるようにする。 

【国】 
・インターネ
ットの投稿
を読み比べ
よう 

・場面に応じ
た言葉づか
い 

・町の幸福論 
・世界に向け
て意見文を
書こう 

・表現をくふ
うする 

・プロフェッ
ショナルた
ち 

 
【道】 
・ようこそ、
菅島へ！ 

・吉村虎太郎 
 
【外】 
・UNIT8 
What do 
you want 
to be? 

 
【学級】 
・卒業式で自
分の夢を伝
えよう 

 
・津野町 
 役場 
 
・教育委員 
 会 
 
・まちづく 
り推進課 

 
・産業課等 
 

①津野町の実態や課題、そ
の改善に向けた工夫や
努力を理解することが
できる。（知識） 

②インタビュー結果、アン
ケート結果などの様々
な情報を比較・分類・関
連付けるなど、探究の過
程に応じた情報整理の
技能を身に付ける。 

（技能） 
③未来の津野町に対する
自らの認識の高まりは、
津野町の活性化のため
に探究的に学習してき
たことの成果であると
気付く。（探究的な学習
のよさの理解） 

①未来の津野町ＰＪ第１弾
の振り返りから、得た情報
を整理し結び付け、さらに
未来の津野町を活性化さ
せるためにどうすればよ
いか考え、課題を設定する
ことができる。 

（課題の設定） 
②津野町の行政の実態や取
組を把握するために、 手
段を選択して多様な方法
で収集したり、種類に応じ
て蓄積したりすることが
できる。（情報の収集） 

③課題の解決に必要な情報
を取捨選択したり、複数の
情報を比較したり関係付
けたりしながら、解決に向
けて考えることができる。
（整理・分析） 

④未来の津野町を活性化さ
せるために自分たちにで
きることを考え、伝える
相手や目的に応じて、自
分の考えをまとめ、適切
な方法で表現することが
できる。（まとめ・表現） 

①課題解決に向けた過
程を通して、自分と地
域の関わりを見直し、
自分自身について理
解しようとしたり、異
なる意見や他者の考
えを受け入れて尊重
しようとしたりする。
（自己理解・他者理
解） 

②行政の取組を調べた
り、自分達の取組を整
理したりする中で、課
題解決に向けて、友達
と協働して探究活動
に取り組もうとする。 

（主体性・協働性） 
③未来の津野町を活性
化させるために自分た
ちにできることを考
え、問題解決のため
に、自分のこととして
取り組もうとする。 

（将来展望・社会参
画） 

2 

3 



令和５年度 津野町立東津野中学校  

第 1学年 総合的な学習の時間 年間指導計画               

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

（時数） 

主な 

学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・   

表現力等 

⑶学びに向う力・    

人間性等 

4 

地
域
の
魅
力
や
課
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
津
野
の
環
境
を
守
る
人
々
（
２０) 

(1)前単元の学び

をもとに、自分

たちの考える地

域の魅力と課題

を整理する。 

 

(2)ゴミ問題につ

いて行政や地域

の人にインタビ

ューしたり、ア

ンケートを取

り、情報を収集

する。 

 

(3)集めた情報を

整理・分析し、自

分たちにできる

ことを考える。 

 

(4)アンケート結

果を踏まえ、自

分たちにできる

ことを考え実践

する。 

東津野のゴミ問題や地域の美しい自然を守っている人々の調査やゴミ拾い活動

を通して、自分たちが当たり前だと感じている生活は、地域の人々の支えで成

り立っていることを理解し、東津野の美しい自然環境を守り未来に向けて少し

でも現状を改善していく方策を考えるとともに、ふるさと東津野を愛する心を

育成できるようにする。 

【国】 

・話し方はど

うかな 

・調べて分か

ったことを

伝えよう 

・根拠を明確

にして書こ

う 

 

【理】 

・身近な生物

の観察 

 

【英】 

・Program０ 

 

【道】 

・私は掃除の

プロになる 

・富士山から

変えていく 

・Ｂ&Ｇの人 
・Ｙショップの 
 人 
・高原スーパー 
 の人 
・どんぐり農園 
 の人 
・津野町役場産 
 業課の人 
・地域の人 
・小学生 
・中学生 
・保護者 
 
 

 

①東津野のゴミ問題や

生活を支え守ってい

る人々の思いや願い、

現状や課題について

理解する。（知識） 

 

②東津野のゴミの現状

を捉えるために、イン

タビューやアンケー

トによる調査を相手

や目的に応じて、適切

に実施する。（技能） 

 

③東津野の生活を未来

につなげたいと思う

気持ちは、地域の生活

を 支 え 守 っ て い る

人々と関わり、探究的

に学んだことによる

成果であると気付く。

（探究的な学習のよ

さの理解） 

 

 

 

①東津野のゴミについて、

現状を把握し、課題に対

する解決の方法や手順

の見通しをもって計画

を立てることができる。

（課題の設定） 

②東津野のゴミについて

の様々な情報から課題

解決につながる情報を、

目的や意図に応じて手

段を選択して収集した

り、情報の種類に応じて

蓄積することができる。

（情報の収集） 

③東津野のゴミに対する

意識を変えるためにど

うしたらいいか、整理し

たことをもとに、自分た

ちにできることに視点

を定めて多様な情報を

分析して、現状を改善し

ていく方策を考えるこ

とができる。（整理・分

析） 

④東津野の生活を守って

いくための自分の考え

を、表現する目的や相手

に応じて内容を構成す

るとともに適切な方法

を選択し、論理的にまと

め表現することができ

る。（まとめ・表現） 

 

 

①東津野のゴミについ

て関心をもち、ゴミ

問題を解決するため

に、互いのよさを生

かし自分の意思で目

標をもって課題解決

に向けた探究活動に

取り組むことができ

る。（自己理解・他者

理解） 

 

②東津野の生活を守っ

ていく方策につい

て、自分と違う他の

意見や考えも受け入

れ、その意見のよさ

を生かしながら協働

して学び合うことが

できる。（主体性・協

働性） 

 

③東津野の生活を未来

につなげるために、

自分たちにできるこ

とを考え、仲間と協

働して、発信したり

行動したりして地域

の一員として貢献す

ることができる。（将

来展望・社会参画） 

5 

6 

7 

9 

10 

津
野
山
古
式
神
楽
の
歴
史
・
演
目
・
保
存
会 

東
津
野
の
歴
史
「
津
野
山
古
式
神
楽
」
を
守
る
人
々
（
２０) 

(1)「津野山古式神

楽」と地域のつ

ながりについて

考え、課題を設

定する。 

 

(2)神楽保存会や、

地域の人、２・３

年生にインタビ

ューしたり、神

楽に必要な物作

りの体験をした

りして情報収集

を行う。 

 

(3)インタビュー

や体験したこと

を整理分析し、

津野山古式神楽

とのつながりに

ついて考える。 

 

(4)整理分析した

ことをまとめ

て、「津野山古式

神楽」と地域の

つながりについ

て考えたことを

相手意識をもっ

て発表する。 

 

東津野地域における、津野山古式神楽が継承されてきた地域の背景や人々の関

わりについての調査を通して、津野山古式神楽を守ってきた人々の思いや願い

を理解し、津野山古式神楽を支え、継承していく上での課題に広く目を向ける

などして、伝統を守り続けることの意義を考えるとともに、地域の伝統文化を

守るために自分達にできることを考えられるようにする。 

【国】 
・案内や報告
の文書を書
こう 

 
【社】 
・原始・古代
の日本と世
界 

 
【理】 
・音の性質 
 
【家】 
・地域の食文
化 

 
【音】 
・日本の民謡 
 
【英】 
・Program４ 
 
【道】 
・震災を乗り
越えて－復
活した郷土
芸能－ 

・奈良筆に生
きる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・津野山古式神楽

保存会 

・東津野の婦人 

 会 

・神楽奉納を参観

に来ている人 

・地域の人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①津野山古式神楽を支

え守っている人々の

思いや願い、現状や課

題について理解する。

（知識） 

②津野山古式神楽の歴

史や地域とのつなが

りなどの現状を捉え

るために、体験やイン

タビューを通し、相手

や目的に応じて、情報

を収集できる。（技能） 

 

③津野山古式神楽の歴史

や演目の内容、保存会

の思いを伝えていきた

いと思う気持ちは、津

野山古式神楽について

探究的に学んだことに

よる成果であると気付

く。（探究的な学習の 

よさの理解） 

 

①津野山古式神楽の歴史

や地域とのつながりに

ついて、現状を把握し、

課題に対する解決の方

法や手順の見通しをも

って計画を立てること

ができる。（課題の設定） 

②津野山古式神楽ついて

の様々な情報から課題

解決につながる情報を、

目的や意図に応じて手

段を選択して収集した

り、情報の種類に応じて

蓄積することができる

る。（情報の収集） 

③津野山古式神楽の歴史

や地域のつながりにつ

いて、分かったことや継

承してきた思いを整理

分析し、考えることがで

きる。（整理・分析） 

④津野山古式神楽の歴史

や地域のつながりにつ

いて自分の考えを、表現

する目的や相手に応じ

て内容を構成するとと

もに適切な方法を選択

し、論理的にまとめ表現

することができる。（ま

とめ・表現） 

 

①津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

について関心をも

ち、課題解決に向け

た探究活動に取り組

むことができる。（自

己理解・他者理解） 

 

②津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

ついて、自分と違う

他の意見や考えも受

け入れ、協働して学

び合うことができ

る。（主体性・協働性） 

 

③津野山古式神楽の歴

史や地域のつながり

や思いを感じて自分

たちにできることを

考え、仲間と協働し

て、発信したり行動

したりして伝統文化

を大切に思うことが

できる。（将来展望・

社会参画） 

11 

12 



 

1 

津
野
山
古
式
神
楽
の
歴
史
・
演
目
・
保
存
会 

東
津
野
の
歴
史
「
津
野
山
古
式
神
楽
」
を
広
め
る
人
々
（
１０) 

(1)「津野山古式神

楽」を広めるた

めにはどうした

いか課題を設定

する。 

 

(2)津野山古式神

楽に関係してい

る方々にインタ

ビューをして情

報収集を行う。 

 

(3)他地域の神楽

とのつながりを

知り、得た情報

を「神楽を広め

る」という視点

で整理分析をす

る。 

 

(4)津野山古式神

楽を他地域に広

めるために自分

たちがやってみ

たいことをまと

めて、次の計画

を立てる。 

 

津野山古式神楽の歴史や地域とのつながりに対しての調査を通して、津野山古

式神楽の継承には、そこに関わる人々の思いや願いがあることを理解し、津野

山古式神楽の魅力と継承していく上での課題に広く目を向けるなどして、伝統

を守り続けることの意義を考えるとともに、地域の伝統文化を広めるために自

分達にできることを考えられるようにする。 

【国】 
・話し合いで
理解を深め
よう 

・津野町歴史 

 博物館学芸員 

 田中さん 

・津野山古式神 

 楽保存会 

嶋﨑さん 
 

①津野山古式神楽を広

めるためにはどうし

たらいいか、継承の現

状や課題について理

解する。（知識） 

 

②津野山古式神楽の継

承や他地域の神楽の

継承について、関係者

の方に話を聞いたり、

インタビューをして

情報を収集できる。

（技能） 

 

③津野山古式神楽を広め

ていきたいと思う気持

ちは、津野山古式神楽

について探究的に学ん

だことによる成果であ

ると気付く。（探究的 

な学習のよさの理解） 

 

 

①津野山古式神楽の継承

について現状を把握し

課題に対する解決の方

法や手順の見通しをも

って計画を立てること

ができる。（課題の設定） 

 

②津野山古式神楽につい

ての様々な情報から課

題解決につながる情報

を、目的や意図に応じて

手段を選択して収集し

たり、情報の種類に応じ

て蓄積することができ

る。（情報の収集） 

 

③津野山古式神楽を広め

ることについて、分かっ

たことや考えたことを

整理分析することがで

きる。（整理・分析） 

 

④津野山古式神楽を他地

域に広めるために自分

の考えをまとめ、目的や

相手に応じて論理的に

表現することができる。

（まとめ・表現） 

 

 

①津野山古式神楽の継

承について関心をも

ち、課題解決に向け

た探究活動に取り組

むことができる。（自

己理解・他者理解） 

 

②津野山古式神楽を広

めるために、自分と

違う他の意見や考え

も受け入れ、協働し

て学び合うことがで

きる。（主体性・協働

性） 

 

③津野山古式神楽を広

めるために、自分た

ちにできることを考

え、地域の一員とし

て仲間と協働して、

行動することができ

る。（将来展望・社会

参画） 

2 

3 



令和５年度 津野町立東津野中学校   

第 2学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名

(時数) 

主な 

学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・   

表現力等 

⑶学びに向う力・    

人間性等 

4 

地
域
の
産
業
や
文
化
を
守
る
人 

地
域
の
伝
統
文
化
を
守
る
人
（
２０
） 

(1)津野山古式神
楽を広めるた
めの方策を考
える。 

 
(2)京都自主研修
で津野山古式
神楽を広める
とともに津野
町や津野山古
式神楽につい
ての認知度に
対する情報を
収集する。 

 
(3)収集した情報
を整理・分析
し、津野町と
京都などの他
地域にはどの
ような違いが
あるのか見つ
ける。 

 
(4)津野山古式神
楽を広めるた
めに調べた他
地域と津野町
の違いをまと
めて共有す
る。 

他地域の伝統文化に対する調査と津野山古式神楽を他地域に広める活動を通して、

津野町と他地域との違いについて理解し、地域の人と伝統文化との関わりについて

考えるとともに、その地域で、伝統文化を守るためにできることを考えられるよう

にする。 

【国】 

・考えを比べ

ながら書こ

う 

・郷土のよさ

を伝えよう 

 

【社】 

・近世の日本

と世界 

・日本の諸地

域（中国・

四国地方、

近畿地方、

関東・東北

地方） 

・京都に住む人 

・京都の観光客 

・京都の観光資 

 源 

・津野町歴史 

 博物館学芸員 

田中さん 

・津野山古式神 

 楽保存会 

嶋﨑さん 

 
①京都と津野町の文化
を継承している人々
の思いについて理解
する。（知識） 

 
②「津野山古式神楽」に
関わる人々の思いや
願い、現状や課題を
理解する。（知識） 

 
③情報を比較、分類、関
連付けて考えるな
ど、探究の過程に応
じた技能を身に付け
る。（技能） 
 

④地域の文化を大切に
したいという自分た
ちの思いの変容や
「津野山古式神楽」
の舞や楽が上手くな
りたいと思う気持ち
は、地域の人々と関
わり、文化について
探究的に学んだこと
による成果であると
気付く。（探究的な学
習のよさの理解） 

 
①京都と津野町の文化を比
較して課題を見出し、解
決の方法や手順を考え
て、見通しをもって計画
を立てるこができる。（課
題の設定） 

 
②京都や津野町で継承され
てきた文化の歴史を調べ
たり、体験したり、継承
している人々と関わるこ
とで、その魅力や背景に
ある人々の思いや願いに
ついて情報を収集するこ
とができる。（情報の収
集） 

 
③京都や津野町の文化には
どんな魅力があり、その
共通点は何か、1000年も
の時を越えて継承されて
いる背景には人々のどん
な思いがあるのか、収集
した情報をもとに自分達
にとっても大切なものは
何かを考えることができ
る。（整理・分析） 

 
④京都や津野町の文化が

1000 年もの時を越えて
継承されてきた背景やそ
の裏にある先人の思いや
願い、それを受け継いで
今を生きる地域の人々の
思いや願いをわかりやす
くまとめ、自分たちの思
いも重ねて表現すること
ができる。（まとめ・表現） 

 

 
①探究的な活動を通して
自分自身を理解し、他者
の意見を取り入れて尊
重しながら学び合いが
できる。（自己理解・他者
理解） 

 
②地域の様々な学習活動
によって、様々な関わり
ができた人々と協働し、
進んで取り組むことが
できる。（主体性・協働
性） 

 
③地域の文化を受け継ぐ
人々との関わりの中で、
地域にとって必要なこ
と、自分達にできること
を考え、仲間と協働して
発信したり行動したり
することを通して、自分
の生き方やふるさとに
ついて、自分の言葉で語
れる。（将来展望・社会参
画） 

5 

6 

7 

    

9  

津
野
山
古
式
神
楽
の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
人 

日
本
の
神
楽
を
継
承
す
る
人
（
３０
） 

(1)神楽を広め
る（継承する）
ために自分た
ちにできるこ
とを考える。 

 
(2)地域内外の
多くの人に出
会い、津野山
古式神楽を広
めたいという
思いを伝える
と同時に情報
を収集する。 

 
(3)地域内外の
人から集めた
情報をもとに
「継承」につ
いて深める。 

 
(4)継承してき
た人の思いを
知り、その思
いを継承して
いけるように
楽を演奏した
り、調べたこ
と を ま と め
る。 

津野町における津野山古式神楽保存会や全国の様々な地域に対しての調査を通し

て、津野山古式神楽の継承にはそこに関わる人々の願いや思いがあることを理解

し、津野山古式神楽の魅力と継承していく上での課題に広く目を向けるなどして

伝統を守り続けることの意義を考えるとともに、地域の伝統文化を守るためにで

きることを考えられるようにする。 

【国】 

・考えを比べ

ながら書こ

う 

・郷土のよさ

を伝えよう 

・根拠を吟味

して書こう 

・説得力のあ

る提案をし

よう 

・話し合いで

問題を検討

しよう 

 

【社】 

・近代の幕開

け 

・近代の日本

と世界 

 

【音】 

・雅楽「越天

楽」 

 

【道】 

・和樹の夏祭

り 

・包む 

・津野山古式神 

 楽保存会 

嶋﨑さん 

・津野山神楽保

存会（梼原）

川上さん 

・津野山古式神

楽保存会 

(楽・舞の指

導) 

 
①津野山古式神楽に関
わる人々の思いや願
いを理解する（知識） 

 
②情報を多面的に見た
り、考えを具体化す
るなど探究の過程に
応じた技能を身に付
ける。（技能） 

 
③津野山古式神楽の魅
力が分かったり、そ
の魅力を発信したり
継承していきたいと
思う気持ちは、津野
山古式神楽について
探究的に学んだこと
による成果であると
気付く。（探究的な学
習のよさの理解） 

 
①津野山古式神楽に広く目
を向けて課題を見出し、
相手や目的に応じて解決
方法を考えるなど、見通
しをもって計画を立てる
ことができる。（課題の設
定） 

 
②他者の意見や課題解決の
方向性から、必要な情報
を取捨選択し、適切に蓄
積することができる。（情
報の収集） 

 
③事象や考えを比較したり
因果関係を推論したりし
て考え、視点を定めて多
様な情報を分析すること
ができる。（整理・分析） 

 
④調べたり考えたりしたこ
とをまとめ、相手や目的、
意図に応じて工夫して表
現したり、地域のために
生かしたりすることがで
きる。（まとめ・表現） 

 
①探究的な活動を通して
自分と地域との関わり
を見直したり、他者の考
えや意見のよさを生か
しながら、学び合うこと
ができる。 

（自己解決・他者理解） 
 
②津野山古式神楽の魅力
と課題をまとめる活動
に他者と協働して進ん
で取り組むことができ
る。（主体性・協働性） 

 
③探究的な活動を通して、
津野山古式神楽の魅力
と課題をまとめ、自分と
地域との関わりを意識
しながら、地域のために
できることを進んで考
えたり、地域の活動に参
加したりすることがで
きる。 

（将来展望・社会参画）    
  

10   
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12 



 

１ 

津
野
山
古
式
神
楽
の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
人 

津
野
山
古
式
神
楽
を
継
承
す
る
人
（
２
０
） 

(1)保存会の方や
神楽に関わる
人について知
る。 

 
(2)保存会の方や
神楽に関わる
人にインタビ
ューをする。 

 
(3)インタビュー
などで調べて
きた情報を整
理・分析する。 

 
(4)津野山古式
神楽への思い
と自分たちに
できることを
まとめる。 

津野山古式神楽を継承する人々への調査を通して、継承する人々がどのような仕事

をしながら神楽に関わっているのかを理解し、継承することへの意義を考えるとと

もに、伝統文化を守るために自分達にできることを考えられるようにする。 

【国】 

・依頼状やお

礼状を書こ

う 

・話し合いで

問題を解決

しよう 

 

【道】 

・小さな工場

の大きな仕

事 

・津野山古式神 

 楽 に 関 わ る

人々の職業 
 
①津野山古式神楽を継
承する人々がどのよ
うな仕事をしながら
神楽に関わっている
のか理解する。 

（知識） 
 
②情報を構造化、抽象
化するなど、探究の
過程に応じた技能を
身に付ける。（技能） 

 
③津野山古式神楽を継
承することへの意義
を理解するととも
に、それがそこに関
わる人々について探
究的に学んだことに
よる成果であると気
付く。 

（探究的な学習のよさ
の理解） 

 
①継承することを自分事と
捉え、課題解決の方法や
目的に応じて伝える手順
を考えるなど、見通しを
もって計画を立てること
ができる。（課題の設定） 

 
②他者の意見や課題解決の
方向性から、必要な情報
を取捨選択し、適切に蓄
積することができる。 

（情報の収集） 
 
③事象や考えを比較したり
因果関係を推論したりし
て考え、視点を定めて多
様な情報を分析すること
ができる。（整理・分析） 

 
④調べたり考えたりしたこ
とをまとめ、相手や目的、
意図に応じて工夫して表
現することができる。 

（まとめ・表現） 

 
①探究的な活動を通して、
自分と地域との関わり
を見直したり、他者の考
えや意見のよさを生か
しながら、学び合うこと
ができる。 

（自己解決・他者理解） 
 
②自分の意思で目標をも
って課題解決に向けた
探究活動に取り組んだ
り、自他のよさを生かし
ながら他者と協働して
進んで取り組んだりす
ることができる。 

（主体性・協働性） 
 

③探究的な活動を通して、

継承することの意義や

そこに関わる人々につ

いてまとめ、自分と地域

との関わりを意識しな

がら、自分が体験してみ

たいことに積極的に取

り組むことができる。

（将来展望・社会参画） 

２ 

3 



令和５年度 津野町立東津野中学校    

第 3学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

 

実
施
時
期 

探
究
課
題 

単元名 

（時数） 

主な 

学習活動 

単元目標及び育成を目指す資質・能力 
各教科との 

関連 

外部との 

連携 

（人・もの・こと） ⑴知識及び技能 
⑵思考力・判断力・   

表現力等 

⑶学びに向う力・    

人間性等 

4 

働
く
こ
と
の
意
味
や
地
域
で
働
く
人
の
思
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

な
ぜ
人
は
働
く
の
か(

３０)
 

(1)これまでの総
合的な学習の時
間にお世話にな
った方々が仕事
に携わっている
ことを思い出
し、なぜ人は働
くのか、働く意
味に焦点を当て
られるような課
題を設定する。 

 
(2)職場体験で実
際に仕事を体験
したり、インタ
ビューしたりし
て、働く意味に
関する情報を収
集する。 

 
(3)職場体験の感
想、振り返りを
グループで共有
し、違う職場で
共通しているこ
となどを整理し
て、働く意味を
分析する。 

 
(4)体験したこと
や働く人から学
んだこと、これ
からどういう生
き方をしていく
かをまとめ、発
表する。 

津野町（東津野地域）で生きる人の仕事や働く人々の思いについて調べる活動を通して、

地域で仕事をしている人たちの支えがあってこそ自分たちの生活が成り立っているこ

とを理解し、地域の産業や職業の特徴や工夫を考えるとともに、様々な仕事に目を向け

自分と地域の関わりを自分事としてとらえることができるようにする。 

【国】 

・間違えやす

い敬語 

・観察、分析

して論じよ

う 

・場面に応じ

て論じよう 

・何のために

「働く」の

か 

 

【道】 

・出迎え三

歩、見送り

七歩 

・あるレジ打

ちの女性 

 

 

職場体験先 

・畜産公社 

・町図書館 

・さくらんぼ園 

・中央小学校 

・にし美容室 

・Yショップ 

・JA輝 

・満天の星 

 

社会人講師 

・さくらんぼ園  

山添さん 

・とさわ 

小橋さん 

・レストランボ

ルベール 

 山本さん 

・消防組合  

常石さん 

・梼原高校 

 安達校長 

・Rhythm prema 

今橋さん 

 

  

 
①津野町で働く人々の願
いや思いをもとに、自
分たちの生活が地域の
人の努力や工夫によっ
て支えられていると共
に、自分たちも地域を
支える一員であること
を理解する。（知識） 

 
②地域の産業や職業の特
徴や工夫を考えるため
に必要な情報を収集す
る活動を、目的や対象
に応じて適切に実施す
ることができる。 

（技能） 
 
③自分たちも地域を支え
る一員であるという思
いは、自分の生活と地
域のつながりについて
探究的に学んだことに
よる成果であると気付
く。（探究的な学習のよ
さの理解） 

 
①津野町の職業を通して、地
域社会に広く目を向けて
課題を見出し、解決の方法
や手順を考え、見通しをも
って計画を立てることが
できる。（課題の設定） 

 
②地域の産業や職業の特徴
や工夫を考えるために必
要な情報を得るという目
的や意図に応じて手段を
選択し、自ら情報を収集し
たり、必要な情報を取捨選
択したりしながら、適切に
蓄積することができる。
（情報の収集） 

 
③自己の生き方を考えると
いう視点を明確にして整
理し、蓄積した情報を多面
的に考察し、多様な情報の
中にある特徴を見付ける
ことができる。 

（整理・分析） 
 
④他教科で培った表現力等
を活用し、相手や目的に応
じて工夫して表現したり、
地域や自分の将来のため
に生かしたりすることが
できる。（まとめ・表現） 

 

 
①自他の考えや意見のよさ
を生かしながら、自分の生
き方を考えるために学び
合うことができる。 

（自己理解・他者理解） 
 
②津野町の職業を体験する
ことにより実生活、実社会
の問題に、他者と協働し
て、進んで取り組むことが
できる。（主体性・協働性） 

 
③職場体験学習を通じて、自
分の将来と地域との関わ
りを意識しながら、地域の
ためにできることを進ん
で考え、実行することがで
きる。 

（将来展望・社会参画） 
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地
域
の
伝
統
文
化
「
津
野
山
古
式
神
楽
」
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

私
に
と
っ
て
、
津
野
山
古
式
神
楽
と
は
（
３１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(1)小学校から学
習している「津
野山古式神楽」
に対する自分の
思いの変容に気
づくことができ
るような課題を
設定する。 

 
(2)舞の練習を通
して、舞の意味
や保存会の人の
思い、地域の人
の思い等を情報
収集する。 

 
(3)３年間分の津
野山古式神楽発
表会の感想を比
較しながら、神
楽に対する思い
の変容を整理・
分析する。 

 
(4)これまで学習
してきた中で、
津野山古式神楽
に対する自分の
思いの変容を自
分の言葉でまと
める。 

「津野山古式神楽」の舞の体験活動を通して、神楽伝承に関わる課題を理解し、「津野

山古式神楽」を未来へ受け継いでいく方策を考えるとともに、自分の思いの変容を自

分の言葉でまとめることができるようにする。 

【国】 

・観察・分析

して論じよ

う 

 

【社】 

・現代社会と

私たちの生

活 

 

【音】 

・歌舞伎「勧

進帳」 

 

【道】 

・父は能楽師 

・昔と今を結

ぶ糸 

・「稲むらの

火」余話 

 

・津野山古式神

楽保存会の

方々 

・神楽学習会を

参観された

方々 

・先輩の神楽発

表会の感想文 

 

 
①「津野山古式神楽」に
関わる人々の思いや
願い、現状や課題につ
いて理解する。（知識） 

 
②「津野山古式神楽」の
舞で、自分の思いや考
え、願いを込めて表現
するための探究の過
程に応じた技能を身
に付ける。（技能） 

 
③心を込めて「津野山古
式神楽」を舞いたいと
思う気持ちは、伝統文
化 を 伝 承 し て い る
人々と関わり、探究的
に学んだことによる
成果であると気付く。
（探究的な学習のよ
さの理解） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①「津野山古式神楽」で自分が
舞う演目を決め、その舞を表
現する取組を通して課題に
対する解決の方法や手順を
見通しをもって考えること
ができる。（課題の設定） 

 
②「津野山古式神楽」で自分が
舞う演目の練習を通して、神
話のストーリーや所作の意
味、伝承してきた人々の思い
などの情報を収集し、適切な
方法で蓄積するなど、自分た
ちが感じたことと重ねたり、
調べたり、地域の人々や町外
に住む人々の意見を聞いた
りして必要な情報を取捨選
択することができる。 

（情報の収集） 
 
③「津野山古式神楽」の魅力を
整理するとともに、これを伝
承していくために自分がで
きることに視点を定めて多
様な情報を分析することが
できる。（整理・分析） 

 
④「津野山古式神楽」の魅力を
練習で積み重ねてきた舞で
表現するとともに「津野山古
式神楽」が時代を越えて今も
存在する意味や価値、様々な
人々とのつながりなど、収集
した情報と自分が感じたこ
とをまとめることができる。
（まとめ・表現） 

 
①「津野山古式神楽」で自
分が舞う演目の練習を
通して、その魅力に気づ
いたり、舞の表現力を高
めたり、保存会の方々の
教えや仲間の学び、意見
などを受け入れ尊重し
ながら「津野山古式神
楽」を伝承していくこと
に取り組むことができ
る。 

（自己理解・他者理解） 
 
②「津野山古式神楽保存
会」の方々を中心に、そ
れに関わる様々な人々
や仲間と協働し、進んで
取り組むことができる。
（主体性・協働性） 

 
 
③津野山古式神楽で自分
が舞う演目の表現や神
社での神楽奉納を見学
し、地域にとって必要な
ことと、自分たちにでき
ることを考えることを
通して、津野山古式神楽
への思いの変容を自分
の言葉でまとめること
ができる。 

（将来展望・社会参画） 
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11 

津野町に誇りをもち、自分の生き方やふるさと

について自分の言葉で語れる子ども 

≪９年間の目指すゴールの姿≫ 

 



 

12 
地
域
の
伝
統
文
化
「
津
野
山
古
式
神
楽
」
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

自
分
の
未
来
を
描
き
、
津
野
町
を
語
る
（
９
） 

（
個
人
探
究
） 

(1)津野町を自分
の言葉で語るこ
とができるよう
な課題を設定す
る。 

 

(2)これまでの総
合的な学習の時
間で探究してき
た内容（津野町
の伝統文化や産
業、自然に関す
ることやそれに
関わる方たちの
思い等）を確認
し、津野町を自
分の言葉で語る
ために必要な情
報を収集する。 

 
(3)津野町の魅力

を整理し、どの
ような内容で津
野町を語りたい
のかを思考ツー
ルを使って分析
する。 

 
(4)これまで津野
町について探究
し、整理・分析し
てきた内容を自
分の言葉でまと
め、自分の言葉
で津野町を語
る。 

9 年間の探究的な学習を通して、津野町を大切に思う気持ちは、地域内外の様々な人と

関わりながら探究的な学びを続けてきた成果であることを理解し、津野町の魅力を再度

整理するとともに、津野町と自分をつなげて考え、自分の言葉で津野町を語ることがで

きるようにする。 

【国】 
・今の思いを
まとめよう 

・場面に応じ

て話そう 

 
【社】 
・現代の民主
政治と社会 

・私たちの暮
らしと経済 

・地域社会と
私たち 

 
【道】 

・「川端」の

ある暮らし 

・塩むすび 

・町内会デビ

ュー 

 

・ 3 年間の総合
のスパイラル
表 

・ 3 年間作成し
てきた学習新
聞 

・ 小学校の卒業
アルバム 

・ 小学校での総
合的な学習の
時間の活動し
ている写真 

・ これまでの単
元冊子 等 
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①津野町の伝統文化や
産業に関わる人々の
思いや願い、現状や課
題について理解して
いる。（知識） 

 
②津野町に対する自分

の思いや考えを、自分
の言葉で語るための
探究の過程に応じた
技能を身に付けてい
る。（技能） 

 
③津野町のことを語り、

津野町のことが好き
だという気持ちは、伝
統文化を伝承してい
る人々や産業に関係
する人々と関わり、探
究的に学んだことに
よる成果であると気
付いている。（探究的
な学習のよさの理解） 

 

 
①課題に対する解決の方法や

手順を、見通しをもって考え
ている。（課題の設定） 

 
②津野町の魅力に関する情報

を改めて収集し、更に地域の
人々の意見を聞いたりして
津野町を自分の言葉で語る
ために必要な情報を収集、取
捨選択している。 

（情報の収集） 
 
③津野町の魅力を整理すると

ともに、津野町について自分
の言葉で語るために必要な、
多様な情報を分析している。
（整理・分析） 

 
④視点を明確にして、津野町
について自分の言葉で語る
ことができている。 

（まとめ・表現） 

 
①これまでの総合的な学

習の時間で関わってき
た人々の思いや仲間の
意見などを受け入れ尊
重しながら自分を見つ
め直し、学び合うことが
できる。 

（自己理解・他者理解） 
 
②津野町の伝統文化や産

業にかかわる様々な
人々や仲間と協働し、進
んで取り組むことがで
きる。（主体性・協働性） 

 
③津野町について考える

中で、地域にとって必要
なことと自分たちにで
きることを考え、自分の
生き方やふるさとにつ
いて自分の言葉で語れ
る。 

（将来展望・社会参画） 
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